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Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
特
別
負
担
（
選
定
療
養
）
は
、
２
０
２
７
年
３
月
か
ら
実
施
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
の
薬
剤
料
の
４
分
の
１
を
保
険
給
付
か
ら
外
し
患
者
負
担
と
す

る
仕
組
み
で
す
。
今
後
こ
の
割
合
を
増
や
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
導
入
さ
れ
る
特
別
負
担
と
問
題
点

特集

一
般
社
団
法
人　

千
葉
保
険
共
同
企
画

　

代
表
理
事　

宮
原
香
苗

５
つ
の
要
点

❷
そ
う
な
る
と
、
保
険
適
用
分
の
窓
口
負
担
に

❶
の
保
険
適
用
外
負
担
が
追
加
さ
れ
自
己
負
担

総
額
が
増
え
る

❸
そ
れ
を
避
け
た
い
と
市
販
薬
を
購
入
し
て
も
市

販
薬
の
方
が
高
い
の
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
患

者
負
担
は
増
加
し
て
し
ま
う

❹
負
担
増
だ
け
で
な
く
、
医
師
や
薬
剤
師
の
管
理

か
ら
外
れ
る
こ
と
で
、
治
療
上
や
健
康
上
の
問

題
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る

❺
国
は
医
療
費
削
減
を
主
た
る
目
的
と
し
て
こ
の

仕
組
み
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
保
険
外

し
の
合
計
額
は
１
８
０
０
億
円
を
超
え
る
。
こ

の
方
法
を
医
療
制
度
全
体
に
拡
大
し
よ
う
と
し

て
お
り
、
保
険
で
使
え
る
範
囲
が
狭
め
ら
れ
自

己
負
担
が
増
加
し
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
。

❶
医
師
が
処
方
す
る
薬
の
内
、
市
販
薬
と
類
似
す

る
薬
の
一
定
割
合
を
保
険
外
に
し
て
自
己
負
担

さ
せ
る
し
く
み
を
導
入
す
る

　

例
え
ば
薬
剤
料
が

１
０
０
０
円
の
場
合
、

減
額
さ
れ
た
保
険
給

付
対
象
７
５
０
円
の

３
割
負
担
２
２
５
円

に
、
保
険
か
ら
外
し
た

特
別
料
金
２
５
０
円

を
足
し
て
計
４
７
５

円
と
な
り
ま
す
。
従
来

な
ら
１
０
０
０
円
の

３
割
、
３
０
０
円
で
済

ん
だ
も
の
が
約
１
・
６

倍
に
増
え
る
計
算
に

な
り
ま
す
。　

（
図
１
）

ど
の
く
ら
い
負
担
増
と
な
る
か

国
民
皆
保
険
制
度
の
理
念
を
壊
す

「
突
破
口
」
に
な
る
危
険
も

軽
い
病
気
や
ケ
ガ
で
受
診
す
る
こ
と
に

「
罰
則
」
を
つ
け
る
よ
う
な
も
の

受
診
抑
制
が
招
く
様
々
な
リ
ス
ク

　
対
象
は
総
合
感
冒
薬
、

解
熱
鎮
痛
薬
、
湿
布
薬
、

花
粉
症
薬
な
ど
類
似
品
が

あ
る
医
療
用
医
薬
品
で
、

医
師
に
処
方
し
て
も
ら
う

場
合
４
分
の
１
を
保
険
か

ら
外
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

軽
い
病
気
や
ケ
ガ
は
市
販

薬
で
治
せ
ば
い
い
か
ら
、

受
診
し
た
ら
「
罰
則
」
を

与
え
る
と
脅
か
し
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
市
販
の
類
似

薬
の
方
が
保
険
の
負
担
よ

り
価
格
は
相
当
高
い
の
が

現
実
で
す
。
結
局
ど
ち
ら

を
選
ん
で
も
、
患
者
の
負

担
は
増
え
る
仕
組
み
で
す
。

　

受
診
を
控
え
る
、
薬
を

飲
む
回
数
を
減
ら
す
、
市

販
薬
で
自
己
対
応
す
る
な

ど
の
動
き
が
広
が
れ
ば
、

重
大
疾
患
の
発
見
遅
れ
や

重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。
医
師
や
薬
剤
師

に
よ
る
管
理
が
行
き
届
か

な
く
な
る
こ
と
で
、
重
複

投
薬
や
誤
用
な
ど
の
リ
ス

ク
も
高
ま
り
ま
す
。

　

一
方
、医
療
現
場
で
は
、

複
雑
な
負
担
説
明
や
免
除

手
続
き
に
伴
う
事
務
負
担
、

窓
口
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
導
入
は
国

の
医
療
費
削
減
が
目
的
で
、

そ
の
他
の
保
険
外
し
と
合

わ
せ
１
８
８
０
億
円
も
の

削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

重
大
な
問
題
は
、
今
回
の

仕
組
み
が
検
査
や
診
療
な

ど
に
も
拡
大
さ
れ
、
必
要

な
医
療
は
保
険
で
給
付
す

る
と
い
う
保
険
制
度
の
原

則
を
壊
す
「
突
破
口
」
と

さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
で
す
。

自
民
・
維
新
政
権
が
ね
ら

う
社
会
保
障
費
４
兆
円
削

減
の
入
り
口
に
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
、

導
入
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

（図１）

保険の対象（75％） 対象外 25％
750 円

現在の３００円が４７５円に増える

保険給付７割分

525 円

← 薬剤料 1,000 円 →

本人３割分・225 円  ＋250 円

特
別
の
料
金

全
額
自
己
負
担

に
し
て
上
乗
せ

全 ８ 講座全 ８ 講座８ 保 健 大 学 を終えて
保健大学実行委員　手島　愛

　

今
季
で
42
回
目
と
な
る
保
健
大
学
に
、

初
め
て
実
行
委
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
実
り
あ
る
時
間
と
な
る
よ
う
、
他

の
メ
ン
バ
ー
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

全
８
回
に
わ
た
る
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
骨
」
で
し
た
。
院
長
の
講
話
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
の
方
々
を
通
し
て
、

自
身
の
考
え
や
経
験
を
共
有
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
活
発
な
交
流
が
生

ま
れ
、
保
健
大
学
を
き
っ
か
け
に
知
り
合

い
、
帰
り
道
を
共
に
さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
、

つ
な
が
り
の
場
と
し
て
お
役
に
立
て
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
調
理
実

習
で
す
。
管
理
栄
養
士
の
工
夫
が
詰
ま
っ

た
献
立
や
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
食
材
の
良

さ
を
生
か
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
調
理

の
工
夫
か
ら
、
日
常
に
取
り
入
れ
や
す
い

多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
る
こ
と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
、

達
成
感
を
共
有
で
き
た
こ
と
も
貴
重
な
経

験
で
し
た
。

　

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
た
保
健
大
学

も
、
先
日
卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
受
講

者
の
皆
さ
ま
の
晴
れ
や
か
な
表
情
が
印
象

的
で
、
新
た
に
保
健
委
員
が
と
な
ら
れ
た

方
々
と
共
に
、
今
後
も
地
域
の
健
康
づ
く

り
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
大
学
の
皆
さ
ま
の
高
い
健
康
意
識

と
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
さ
れ
て

い
る
温
か
な
思
い
に
保
健
師
と
し
て
大
き

な
力
を
感
じ
ま
し
た
。
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
の
思

い
や
価
値
観
を
知
り
、
信
頼
関
係
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
健
康
づ
く
り
の
土

台
と
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
世
代
を
超
え
て
支
え
合
い

な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
、
皆
さ
ま
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
長
で
あ
る
宮
原
院
長
の
第
１
講
座

去
年
か
ら
始
め
た
地
区
活
動
紹
介

池
田
医
師
の
公
開
講
座

み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
た
調
理
実
習

松ヶ丘地区のインターバル速歩 ひと工夫で変わる！骨粗鬆症予防の食事

毎日コツコツ骨から健康づくり

船橋二和病院の歴史と医療活動

が
ん
ば
っ
た
証

卒業証書をもらってにっこり
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介護保険制度と長年関わってきていますが、使いづらいと感じる場面が少なくありません。 
 ◆介護(認定)申請のタイミング 
　先ずは介護申請のタイミングの問題です。介護が本当に必要になった時に申

請すると、認定結果が出るまで最低でも１か月半以上かかります。例えば入院

を機に介護申請しても、結果が届く前に退院が決まり暫定介

護度の状態で介護サービスを利用していくことがあります。

それを避けようと、今後に備えて早めに申請すると要支援し

か出ないことも珍しくありません。そうしたずれが生じるこ

とが使いづらさを感じる要因になっている面もあります。

 ◆費用面のこと 
　認定の予測はある程度可能ですが、調査を受けた時の体調や自宅か病院かに

よる調査場所によっても結果が大きく左右されるため、思いの外軽い認定が出

ることもあります。事前に介護度について本人とケアマネジャーで折り合いが

ついていても、一定期間過ぎた後想定より低い要支援認定が下りる場合もあり、

その場合は費用面の負担も変わってきます。

 ◆ケアマネジャーが見つからないことがある 
　ケアマネジャーの事業所としても要支援者を担当しづらい事情があります。

要介護認定と比べ単価が安いからです。病院や地域包括支援センターから依頼

を受けた時に、要支援の可能性のある方の受け入れをためらわれる場合もあり

ます。しかし退院は待ってくれませんし、どのような状況であってもその後の

生活は始まりますのでサービス利用は必須です。ケアマネジャーが見つからな

ければサービスが使えないと言うジレンマで悩むことがあります。

 ◆ケアマネジャーが介護で困っている方に自然に寄り添える制度が望ましい 
　「動けなくなったら施設」と決めている方も入院→入所とスムーズには行かず

一度自宅に戻ることも多いです。ここに認定の遅れが関係する場合もあります。

昨日まで歩いていた人が今日急に歩けないと言うのが高齢者の特徴でもあり、

介護サービス利用にはスピーディーさが求められます。

　物価高騰もあって施設に入所するハードルはます

ます高くなっています。住み慣れた自宅で生活して

いくためにも介護職員の処遇改善、ケアマネジャー

不足の解消も大事ですし、介護度に関係なくケアマ

ネジャーが困った方の担当になれる自然な制度が必

要だと感じています。

二和・八木が谷地域包括支援センター　内藤耕平

第８回
くらしを支える視点から介護保険を考えるくらしを支える視点から介護保険を考える

制度が使いづらい！ ─今起きている問題─

生き生き友の会・地域の活動

連載「語り継ぐべき被爆・戦争体験」

　　　　　< あとで知る>
　母が元気でいた頃一度聞いたことがあります。竹藪に居た時、弟の隣に寝
ていた青年はどうしただろう。背中に蛆が湧いていました。あの竹藪で蛆のつ
いたのはこの青年一人ではありません。付き添う者のいない人は火傷に蛆が
湧きました。特に背をやけどした人は自分ではどうすることも出来ません。あ
の青年は本川小学校に移されて間もなく親が探しに来たそうです。母はまたこ
んなことも言いました。「胸や腹部を火傷した人より、背中を火傷した人の方
が治りが早いし、死ぬ人が少なかったような気がする」母はそう言っていました。
　竹藪から本川小学校に移されて、すごく体調が悪かったようです。母は「頭
髪が抜け、血便がひどくて辛かった」と、一度だけ私に話したことがありました。
被爆後、広島市内に人を尋ねに入った者を二次被爆と言いますが、爆心地
に近い本川小学校に移されたことは却って悪い結果だったような気がします。
竹藪では雨が凌げませんので、学校に移されたのでしょう。
　この頃は原子爆弾という言葉さえ知らず、それに対する知識など私どもに
は全くありません。「ピカドンに会った人は声が出なくなる」とか「広島の街は
もう木が育たないし、草も生えない」そういわれました。このような時は流言
飛語はつきものと思います。被爆者は声も出ますし、広島の街に翌年も草が
生えました。
　原爆の落ちた日、呉からもキノコ雲が見えたそうです。竹藪に居る時、広
島に殺人光線が落ちたと聞きました。瞬間の光がこれほど多くの人を焼き殺し、
街を崩壊したのです。とても信じられない気がしました。
　被爆後三十四年経って弟は全快しました。被爆した日のことを訊ねましたら、
「空襲解除のサイレンが鳴り、学校の防空壕から出た途端ピカッと光って体が
自然に二、三回転し、気がついたら服に火がついていて、熱くて夢中で服や
ズボンを引き裂いた。でも、服に火がついた時は背中や手足がもう火傷して
いたと思う」そう話しました。陽の当たっている所が火傷になったようです。
　原爆が落ちる数分前に空襲解除になりました。空襲警報のままでしたら被
害はもう少し少なかったのではないでしょうか。「解除のサイレンを聞いて外に
出たところをピカドンにやられた」という人が沢山いました。そんな話も竹藪に
居た人から聞いたのです。
　「ああすればよかった…こうした方がよかった」みんな数日たってからの話で、
すべて後の祭りでした。

第 10 回

　二和病院の職員であった伊久万里さんのお母様の手
記を６月号から連載しています。

『広島 八月六日』川上悦子 

大正 15 年生まれ 平成６年没

昭和58年執筆

　２月15日のウォーキングは、17名で「亀井戸天神」
の梅まつりに行きました。梅屋敷に立ち寄り４つの
神社・仏閣でお参り。絶景ポイントからのスカイツ
リーの眺望に感動。最後の亀戸天神は満開の梅花が
楽しめましたが、天神社のお参りは長蛇の行列で断
念。家庭食堂風のお店でゆったりと昼食。暖かい快
晴のもと充実した早春の一日でした。

　２月17日、ふれあいクリニックの小野医療トレー
ナーを講師に招いて、健康講座「手と足の握力測定
からはじめる健康体操」を開催しました。手と足の
握力測定で自分の今の状態を確認した後、握力向上
のための体操をしました。普段使っていない筋肉を
鍛える体操に身体もリフレッシュ。今後も継続して
やっていきたいとの感想も寄せられました。13名の
参加でした。

　２月24日（火）、民商会館でおひな様作りを行い
10名が参加しました。11年目となる今年も工夫を重
ね、素朴だった頃から少しずつ進化した華やかな作
品が完成。夢中で作る姿や、完成した瞬間の参加者
の笑顔に、続けてきてよかったと感じるひとときで
した。※希望があれば他の地区に出張いたします。

大穴・三咲地区 丸山地区 西・高・芝地区

会員の作品

船橋市丸山
佐々木須美子ペン字ペン字

「春色は幸色」　撮影地：幸手
印西市小倉台　伊久万里写真写真

船橋市高根台
瀧口伶子書道書道

船橋市丸山
西森由香ペン字ペン字


